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２学期がスタートしました。読書の秋、食欲の秋、勉学の秋、スポーツの秋、三木北高生の秋は？ 
  

 約１か月の夏休みが終了しました。コロナ禍が始まってから、２年ぶりの行動制限のない夏でした。皆さんはどんな夏を過ごしましたか？行動制限はないもののかつ

てない数の感染者が出ている中での長期間のお休みでしたので、いろいろと自粛して思うように過ごせなかったという人もいるかもしれません。今後は、それぞれが感

染対策を十分おこないながら、活動していきたいものです。 

さて、２学期が始まりました。９月はまだまだ暑い日が続きますが、日本古来の暦では、９月は秋。夜も次第に長くなり、落ち着いていろいろなことに取り組める季

節になります。１０月には体育大会があり、１１月には三木北高校創立４０周年記念式典が予定されています。 

 

 

〇二学期始業式 学校長式辞 （今回も、情報室からリモートで全校に配信されました。） 

 

今日も、皆さんに2つの話をしたいと思います。                    

１つ目は「念ずれば花開く」という言葉についてです。よく耳にする言葉ですが、これはヒンズー教の教えで、『心が変われば、態度が変わる。 

態度が変われば、行動が変わる。行動が変われば、習慣が変わる。習慣が変われば、人格が変わる。人格が変われば、運命が変わる。運命 

が変われば、人生が変わる』とあります。 

夏休みを終え、２学期を迎えるにあたり、今の自分の心に向き合ってみてください。自分の今の心、今の気持ちを常に聴くようにすれば 

きっと人生も変わっていくと思います。運命も人生も本人の気持ちのあり方一つで素晴らしいものになるはずです。「念ずれば花ひらく」…            

「念」という文字をよく見てください！「今の心」と書くことをお忘れ無く！ 

２つめは、毎度のことですが、新型コロナに関することです。 

私の家族は、この夏休み中に、コロナに感染しました。娘が1学期の終業式前にクラスの友人から感染し、部活の同級生と母親たちに広げ、母親から息子に感染しました。 

そこからわかったことですので絶対ではありませんが、「感染しない」「広げない」ための参考にはなると思いますのでよく聞いてください。 

１つ目は、今のコロナは感染力が非常に強いということです。娘は、すぐに隔離したのですが、妻がすぐに感染し、妻から息子が感染しました。 

２つ目は、１日高熱が出ますが、すぐに熱が下がり、肺炎等の症状はあまり見受けられないということです。ワクチンを接種していることで軽く済んだとも考えられます

が重症化しにくいとも考えられるため理由は定かではありません。 

３つ目は、娘が感染したのも、家族に広めたのも、部活の仲間に感染を広げたのも、マスクを外しての食事の時であったと考えられます。一緒にソフトボール大会に出て

いた後輩には感染者が出なくて、大会後の学年の打ち上げの参加者は、親子共々もれなく感染していることから確かな情報だと言えると思います。何より、娘も、娘の同

級生も、母親たちも「感染しない」「広げない」という意識が乏しかったことが一番の原因だと思います。 

２学期からも、新型コロナウイルス感染症に関しては、危機感を持って、「感染しない」「広げない」という意識が何よりも必要だと言えます。 

 

 

〇三木北高等学校の校訓                〇“届けよう、服のチカラ”プロジェクト 

「立志」「自学」「自律」＊「共生」 
 今年は、本校創立４０周年です。４０年前、どのような志をもって 本校は、2016年度より（株     

本校が建学されたのか、校訓を確認してみましょう。以下は、   ユニクロの社会貢献活動に 

「生徒手帳」からの抜粋です。                 参加しています。地域の幼稚園 

１「立志」（志を立てる）＝志をもつことはすべての始まりである。 認定こども園、小学校、公民館                  

人が人としてより良く生きるには、まず志が高くなければならない。 に回収用段ボールを設置してい      

２「自学」（自ら学ぶ）＝学問に王道はない。自ら学び修める中で、 ただき、不要になったこども服 

才気は触発され、知性となって発露するものである。     を集め、世界の難民の子供たち 

３「自律」（自らを律する）＝人は社会規範を身につけ、自らを律する中で、人間性はより陶冶され、品性は に服を届けます。三木北高校の 

磨かれ、自他共に人となる。                                   正面玄関に設置された箱です。 

４「共生」（未来に生きる）＝地域、家族、友人といった他者と共存することを前提とする社会において、自   今年も地域の皆様と共に、 

らを活かし、他者を認め「共に生きる」道を見出して、社会に貢献する生き方を目指せ。        プロジェクトを進めています。 
  ＊「共生」は平成２２年度に追加されました。                                                ※回収にあたっての注意点をご確認 

〇夏休み中の出来事                                 くださいますようお願いいたします。 

 第１回オープンハイスクールが開催されました。 

７月２６日（火）９：００～受付集合。集まった中学生は、各自参加する体験授業の教室に集合し、リモートによる全体会に参加しました。全体会では、学校長、生徒会長の歓迎

挨拶、教務・情報部、進路指導部からの概要説明の後、生徒会による学校紹介、環境研究部によるクイズなどを楽しんでもらいました。その後、三木北高校のさまざまな授業を

体験し、授業終了後は、部活動見学をしたり、在校生との交流会に参加したりし、１２：３０終了となりました。 

※生徒昇降口で中学生をお出迎えしたペッパー君。環境研究部のクイズ。体験授業風景。（写真上段左から。下段は部活動見学・今回は文化部中心です） 

 

 
 

 ※今年もゴーヤのグリーンカーテンは、見事に生い茂り、たくさんの実をつけてくれました。最後の写真はゴーヤ山盛りの図。 
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